資源循環総合演習 実施要領

1． 総合演習の概要
資源循環総合演習は、本専攻に多様な院生が入って来ることに鑑み、M１前半の半年間において集中的に導入教育を行うことを目的として、平成14年度より実施されており、平成19年度からは共通必修科目（6単位）となっている。
導入教育としての総合演習の狙いは、(1) 環境に関わる様々な分野の施設等を実地見学することにより、幅広い基礎的な識見を養うこと、及び(2) 講義・見学・討議・報告等を通じ、コミュニケーション・スキルを向上させるとともに、院生間のチームワークや教員との相互作用等を通じ、自己啓発を行うこと、の二点である。
なお、M１後半の国内インターンシップ及びM２の海外インターンシップは、各院生が属する専修別に実施されるので、この実施要領では取り扱わない。
2． 総合演習の構成

平成21年度の総合演習は、以下の４つの部分から構成されている。

（１）オリエンテーション及び事前講義（4月）
総合演習の導入部に当たるもので、総合演習の狙いや進め方等についてガイダンスするオリエンテーションと、分野別の演習に入る前に全般的な基礎知識を学ぶための事前講義からなる。

（２）事前報告会（4月末）
事前講義を受講した段階で、所定の表題の下、院生各自がその時点での考えをまとめて報告を行う。
（３）分野別演習（5－7月、原則として火・金曜日を充当）
既定分野の演習（演習Ⅰ）と、グループ別に学生企画として行う演習（演習Ⅱ）で構成される。分野別演習では、原則として、事前討議・見学・討議・報告が一連のセットとして実施される。
（４）最終報告会（9月）
分野別演習が終了した段階で、総合演習の総まとめとして（２）と同じ表題で、院生各自が報告を行う。

3． オリエンテーション及び事前講義

３－１．　オリエンテーション

オリエンテーションは、総合演習を効果的に実施するために行われるもので、総合演習の趣旨、狙い、内容、予定、進め方、その他について、説明や質疑応答が行われる。
３－２．　事前講義

個別分野の演習に入る前に、一連の事前講義を行う。事前講義は、①環境分野全体に関わる全体講義（環境概論）、②設定された６つの個別分野に関わる講義（但し、重点分野の廃棄物処理処分に関しては、概論と処分技術の２つの講義が設けられている。）、及び③その他の個別分野に関わる関連講義とから構成されている。
従来の事前講義は、見学に先立って行われる見学のための予習といった位置付けであったが、今年度の事前講義は、見学とは直接関係なく、設定された個別分野に関する基礎的知識を与えるもので、これに全体講義と関連講義を加え、事前報告を作成する際の参考として貰うことを主な狙いとして実施されることに留意されたい。
なお、特修科目の６つの特別講義（各1単位）は、総合演習の事前講義等に繰り込まれて実施されており、実質上、総合演習は、12単位の共通必修科目ということになる。

4． 事前報告会

事前報告会は、院生各自のスタート地点を明らかにするため、以下の要領に従って、各自の考えをとりまとめて発表するもので、本年度は、専攻の全教員出席の下、事前講義が終了して分野別演習に入る前に開催を予定している。
（１）報告の表題
　表題は、原則として、「持続可能な社会（又は環境保全型社会）の構築を目指して」とする。「低炭素社会（又は、循環型社会や自然共生社会）の構築を目指して」とやや絞っても構わないが、具体的個別課題（レジ袋、CDM、環境税、等々）を取り上げることは認めない。上記と異なる表題を希望する者は、実施責任者の教員に相談すること。
（２）報告の内容

報告は、その時点での自分の考えをまとめ、他者に伝えることを念頭に作成すること。内容については、特に定めないが、概ね、以下の事項に対する考えを含めるようにし、A4版で１～2枚程度の報告要旨にまとめること。

1 ○○社会のイメージ

2 現在の社会の問題点、或いは○○社会を実現する上での障害

3 ○○社会を構築していくための方法（上記の問題点や障害をどのように解決していくのか。また、誰が何をすべきなのか。）

（注）○○：持続可能な、環境保全型、低炭素、循環型、自然共生のいずれか

インターネット検索や参考文献から得た情報は、出典を明らかにしたうえで、必要最小限に止めること。
（３）報告の方法

事前報告会においては、各自持ち時間20分（発表10分＋質疑応答10分）とし、報告要旨を事前に配布したうえで、別途、パワーポイントスライドを作成し、これを用いて口頭発表を行う。
5． 分野別演習
５－１．　演習Ⅰ（既定の６分野）
実地見学は、以下に示す6つの分野ごとに、担当教員が設定するテーマ（課題）を軸に、事前討議・見学・討議・報告が一連のものとして実施される。

平成２１年度は「廃棄物処理処分」、「リサイクル産業」、「公害事例」、「森林・水環境保全」、「エネルギーと環境」、「国際環境協力」の６分野とする。
５－２．　演習Ⅱ（2回の学生企画）

担当教員の指導の下、学生自らがテーマを設定し、見学会を企画することとなる2つの学生企画を加える。学生企画では、グループを設けてグループ別に見学と討議を行うが、報告会は全体で行う。また、企画の内容については、担当教員以外の教員や他のグループの意見等を聴くため、5月中に企画検討会を開催し、その上で、5月末までにグループ別に2回分のテーマと見学先の案を固め、担当教員の了承を得ておくこととする。そして、6月末までに日程と予算の計画を立て、見学先と調整しておき、企画の修正が必要な場合は、担当教員に相談するものとする。
なお、学生企画については、公共交通機関を利用することを原則とする。また、1泊2日とは言っても、予算との関係があり、航空機の利用を認めないことがある一方、費用を切り詰めることができれば、2泊3日を認める場合もある。
グループ編成案は、なるべく出身学部等が異なるメンバーで構成されるよう配慮し、案を提示するが、オリエンテーションの際、院生間で自主的に決めること。
５－３．　分野別演習の内容
以下の分野別演習のパーツは、個別分野において担当教員が設定したテーマ（課題）に沿って行われるもので、原則的には、以下の順序と内容で行われることを想定しているが、分野やテーマ、担当教員の指導方法、見学先の都合等、様々な要因により、その順序と内容には変更や修正が生じる可能性があるので、この点に留意すること。

＜事前討議＞
事前討議というのは仮の名称で、実際には、①見学先に関する講義（見学の見所・ポイントを講義しておく。）、②見学に先立つ討議（見学後の討議と対比する。）、③見学のための下調べ結果の報告、その他のやり方があり、当該分野の担当教員が適切と考えるやり方で実施されることとなる。
＜見学＞
テーマに関連する施設等を見学する。分野又はテーマにより、施設を見学するというより、訪問して当該組織の活動に関する説明を受ける場合もある。また、見学先は、テーマを考える際の一例に過ぎないことに留意し、見学先がその種の施設の中でどのような位置を占めているのか、典型例なのか、先進例なのか、九州に立地する特殊例なのか、といった点に留意する必要がある。

原則として、演習Ⅰには教員2名が同行するが、演習Ⅱ（学生企画）については、教員は同行しない。但し、学生企画について同行の求めがあれば、この限りではない。
なお、見学や訪問に際しての服装は、相手に対して失礼にならないよう留意すること。また、見学や訪問は、貴重な機会であるので、積極的に質問するとともに、非常識な質問は行わないこと。

＜討議（ディスカッション）＞
標準的な進め方は、次の通りである。議長と書記を予め決めておく。議長と書記は、討議の後、討議の概要を纏める。それ以外の学生は、討議に先立ち、テーマに関する各自の意見を1枚の紙に纏めて陳述する。これらに基づいて討議を進める。途中で、担当教員が討議の参考資料を配り、討議がより有意義なものとなるよう誘導する。なお、討議の概要は、2-3枚にまとめて、担当教員に提出する。
＜報告＞
見学の報告を行うのではなく、テーマについて、見学及び討議の結果を踏まえて考察した結果を報告する。但し、テーマが見学先を対象としたものであれば、見学報告となる。
6． 最終報告会

最終報告会は、総合演習の総括として、以下の要領に従って、各自の考えをとりまとめて発表するもので、専攻の全教員出席の下、分野別演習が終了して後期日程に入る前の開催を予定している。

（１）報告の表題
　表題は、原則として、事前報告と同じものとする。異なる表題としたい場合には、実施責任者となっている教員に相談すること。
（２）報告の内容

事前報告と異なり、総合演習の総括として、また、修士論文作成の予行として、自分の考えをまとめること。内容は、原則として、自由とする。レビュー型（自分なりの現状分析、課題抽出、解説等）、提案型（重点事項、優先事項、新規政策等）、決意型（感想、決意、自分の研究や行動等）等、いろいろあるが、どれでもよい。

（３）報告の方法

最終報告については、各自持ち時間25分（発表15分＋質疑応答10分）とし、A4版で5枚以上の報告（論文に近いもの）を作成し、パワーポイントによる口頭発表を行う。最終報告（報告ペーパー及びPPTスライド）は、報告会でのコメント等に基づいて修正を加え、演習担当者（6名の教員）のチェックを受けた後、総合演習報告書に掲載することとする。

7． 成績評価及びプログラム評価
（１）成績評価

　演習Ⅰ及びⅡについては担当教員が、また、最終報告については専攻教員全員が、それぞれ、以下の表に示す配点と評価項目及び評価方法により、成績評価を行う。なお、事前報告についての成績評価は直接には行わず、最終報告の成績評価に含めることとする。
	事項
	配点
	評価項目
	評価方法

	演習Ⅰ
	42点（7点×6回）
	1 見学・討議の態度
2 報告内容
3 プリゼン技術
	A（優）：7点

B（良）：6点

C（可）：5点

D（不可）：0点

	演習Ⅱ
	24点（12点×2回）

＜出席参加を除き、グループ得点とする。＞
	1 企画内容
2 チームワーク
3 報告内容
	A（優）：12点

B（良）：10点

C（可）：8点
D（不可）：0点

	最終報告
	34点
	1 報告内容
2 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ･ｽｷﾙ

（但し、①の重みを②の2倍とする。）
	A（優）：34点

B（良）：29点

C（可）：24点
D（不可）：0点

	計
	100点
	
	


（注）上記に関わらず、総合演習全体を通じて、リーダーシップを発揮する等の特筆すべき役割を果たした場合に10点、雑務を地道にこなす等のチームワークに貢献した場合に5点を加点することとする。但し、100点を超えてしまう場合は、100点とする。
（２）プログラム評価
総合演習に参加した教員及び院生全員に対して、一定の様式でプログラム評価を行ってもらう。その結果を、次年度の総合演習の企画に反映させる。プログラム評価のためのアンケート及びその結果に基づく評価は、別途、演習担当者と相談の上、実施責任者が、適時、行うこととする。
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